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ア メ リカ ザ リガ ニ 下皮細胞の ca輸送機構

　II（ 分析電顕に よる細胞化学的証明
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　造影剤 と して
一一般 に 広 く用 い られて い る硫酸

バ リ ウ ム が生体内に 入 る こ とに よ り惹起 され

る
“barium　granuloma

”

は ．症例 も少 な く，十

分な検討が成 され て い な い 。 先 に わ れ わ れ （新

宅 ら ， 第 18回 本学会）は 同．．ヒの症例を報告した

が ，そ の 後 ，2 例 の 肺 バ リウ ム 沈着剖検例に

遭 遇 し た の で ，そ の 成績 に っ い て 報告す る 。

　造影剤沈着部位は 肉眼 的 に 灰 白色調 ，結節

状 チ ョ
ー

ク 様で ，び漫性の 部位で は レ
ー

ス 状

を呈 する 。 組 織学的 に こ の 部は ，輝黄緑色調

な い し 淡黄褐 色調 の 顆粒状物質 を胞体内に多

量含有す る大食細胞 ，　 少数の 同様顆粒 含有

異物 巨細胞の み られ る肉芽腫性病変 か ら成 っ

て い る 。
バ リウ ム の 組織化学的証明法 と され

る ロ ジ ゾ ン 酸ナ トリウ ム 法（Waterhouse 法）

で は
一

部赤褐色 の 弱陽性所見を呈す るが ，大部

分は 陰性所見で ，本法 の み で は バ リウ ム と判

定す る根拠 は得難 い 。そ こ で前回 と同様分析

電子顕微鏡 に よ る元素分析 を行 っ た 。 フ ォ ル

マ
1
）ン 固 定材料の 一部 を そ の ま ま オ ス ミ ウ ム

酸で 再固 定後 ，樹脂包埋 ，薄切 ，銅グ リ ッ ド

上 に 乗せ て 透過型 電顕で 観察後 ，X 線分析 を

行 っ た 。そ の 結果 ，大 食細胞胞体内の 高電 子

密度物質 に対応 し て ， Ba（L 線）と S（K 線）に

強 い 特性 X 線 エ ネ ル ギ
ー

の ピ ー
ク を認 め た 。

　目的 ：ザ リガ ニ 外骨格の下皮細胞は 脱皮に

先立 っ て外骨絡のCaを溶解吸収 し， 脱皮後は

速やか に断外骨格に daを分泌する二極性の Ca

輸送をする興昧深い組繊である． 今回はCaの

細胞化学的証明を行な い ， 脱皮時期に よるca

の 分布を調べ すで に 報告した 胃石形成上皮の

結果 と比較検討 した ．　 方法 ；下皮繭胞は固

定前にシ ュ ウ酸カ リを含む KOH に浸漬 した

後シ ュ ウ酸カ リを合むグル タル ア ルデ ヒ ドで

固定 した．　 結果 ；外骨格の 吸収が始まる小

胃石期にお い てはシ ュ ウ酸カル シウム の 沈殿

は主 として外骨格側の 下皮細胞の ミ トコ ン ド

リア （mt ） 、 膜系 ，支柱綱胞の フ イラメ ン

トな どに数多 く認め られた 。 　 脱皮將 了後新

外骨格へ の de 分泌時には外骨格嫻の下皮細

胞の mt 以外にエ ラに接する側の下皮細胞の

mt に も沈殿が認め られた。沈殿は分析電顕

による分析の 結果 恥 の 存在が 証明された ．

胃石形成上皮におい ては沈殿は胃福分泌時す

なは ち外骨格吸収時の mtl ：限局して証明さ

れた こ とと比較すると， 下皮細胞におい ては

mt 以外に も筒濃度の 伽 が集積して い る場

所が ある こ とを示 してお りmt を中心とした

Ca 輸送横構解明の 手がか りにな る可能性が

ある．
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